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Ⅰ新技術の解説

１要旨

 乳牛においては、分娩３週間前から分娩までは移行期と呼ばれ、乳牛の体内では分娩に向けて胎子
の急成長や代謝機能の変化が起こるため養分要求量が急増するとともに、この時期の栄養摂取量は
分娩後の乳量の立ち上がりや繁殖性などを左右するといわれている。特に初産牛では、成長段階にあ
るうえ、試験データも少ないことから、蛋白質の給与水準はまだ明らかにされていない。そこで、全国10
試験研究場所の協定研究として、平成11～12年に経産牛で試験を実施し、平成14年度普及成果とし
て公表した。今回は、初産牛における移行期の蛋白質給与水準が産乳と繁殖に及ぼす影響から、移
行期の適正な蛋白質給与水準を検討した。  
 ＣＰ給与量を日本飼養標準乳牛におけるＣＰ要求量に対して100％とする区および120％とする区の２
区を設定した。両区の給与飼料中のＣＰ含量は、それぞれ11.6％と14.1％であった。 
 乾物摂取量は、試験期間中を通して差は見られなかった。移行期において、尿中への窒素排泄量及
び蓄積量は120％区が有意に多かった。平均日乳量は、120％区が多い傾向を示し、乳生産効率も高
かった。しかし、泌乳期における体重の回復は100％区が早く、繁殖成績のうち受胎までの日数は、
100％区のほうが短かった。 
以上から、移行期にＣＰ給与量が多い場合（充足率120％）、受胎までの日数は長いものの、100日以
内であり、特に問題はなく、産乳性を考えると、初産牛の移行期のＣＰ給与量としては充足率120％程
度、飼料乾物中のＣＰ含量として14％程度が望ましい。

２期待される効果

 乳牛の移行期における適正な飼養管理が可能となる。

３適用範囲

 県内一円

４普及上の留意点

 泌乳期飼料のエネルギー含量を高めるなど、繁殖性について検討が必要である。
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